
取締役  会長　大野 福次

　私は、昭和３０年４月埼玉県大里郡岡部村（現在の深谷市岡）より蒸気機関車に乗り上京
いたしました。上野駅から上野公園を見上げながら京成電車で親類の会社のある町屋へ降
り立ちました。
　そこで約5年間、電気工事業に従事し、下町の木造建築、店舗及び町工場の電気工事を
学びました。やがて、専門的に勉強し電気工事士・高圧電気工事士・消防設備士（甲）（乙）
等の資格を取得し、のちに日本橋芳町（現在の人形町）を基盤に工事部長として高層建築工事等
の電気・空調・防災工事に励みました。
　そして、昭和３９年３月独立し、大野電機商会を創業しました。その年、東海道新幹線が開通し、
１０月１０日には東京オリンピックが開催され、日本中が好景気へ向かっておりました。
　開業から３年目の昭和４２年に会社を設立しましたが、まだまだ小さな会社でしたので、私なり
にいろいろな苦労がございました。その後、お取引先の皆様、地域の皆様、諸団体の皆様、そして
多くの友人達に支えられまして昭和５２年６月 念願の本社ビルを建設することができました。
　昭和５８年に関連会社フクミ興産㈱を設立し、平成７年３月 地上４階建てのオーテックビル完成
の運びとなり、平成１３年２月 長男 直人へ代表取締役を引き継ぎ、その後の優秀な人材の入社に
より現在に至ります。
　こうして、これまでの道のりを思い起こしますと、ひとえに、私どもに関わっていただきましたす
べての方々の厚情を感じずにおれません。心から感謝を申し上げます。
　また、会社設立間もない頃、お得意先への集金に子供をおんぶして行ってくれた妻。その後も家
庭と仕事に大変な苦労をかけてきましたので、永年の功績に対し御礼をのべたいと思います。
「本当にありがとう」。

平成２６年１１月



代表取締役　大野 直人

　私は昭和３９年２月荒川区東尾久で生まれ、父が３月より大野電機商会として電気工事店

を創業した事務所と住宅が一緒の木造２階建ての家で育ちました。故に株式会社オーテック

の歴史は私の年齢と共にあるわけでございます。

　幼いころから父の背中を見て育った私にとりましては、将来の仕事として電気工事を選ん

だのは高校生の頃でした。当時は手形の不渡り等の影響もあり経営が思うように行かない時

期もあり、私は進学を諦めて家業を手伝う意向を両親に話しましたが、「心配しなくて良い

から大学へ行きなさい」と叱られたのを覚えています。

　日本大学へ入学し電気工学を専攻、卒業後に港区北青山の日昭電気株式会社に入社して、

多くの先輩方に囲まれて様々な勉強をさせていただき、今に生かすことができました。

　昭和６３年４月に有限会社大野電設に入社し、最初に配属された現場は辰巳商事株式会社

（現ピーアークホールディングス株式会社）の「パチンコ辰巳綾瀬店」の増築工事でした。

その後マンションやオフィスビルの新築工事等で修業を重ね、株式会社関電工とお取引を開

始し「大日本印刷つくば総合センター」の新築工事等、大型建築物の経験も積ませていただ

きました。

　当時の社員は独立や転職の為おりませんが、現在の社員は１０年以上の勤続者が半数近く

になり、苦楽を共にし社員研修旅行の際は大変楽しい時間を共有し、更に仕事に邁進して一

致団結した体制づくりを推進しているところでございます。

　私が入社する前の２４年間と入社してからの２６年間に私どもは多くの方に出会いまし

た。その度ご指導ご鞭撻を賜った方々、お仕事をご発注いただいた方々、その仕事を現場で

ご協力いただいた方々、助言をしてくれた友人たち、私どもに関わっていただいたすべての

皆さまに感謝申し上げ、またオーテックが次の周年へと躍進できますよう倍旧のお引き立て

を賜りたくお願い申し上げ、５０周年にあたりましての挨拶とさせていただきます。

平成２６年１１月
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